
京
都
・平
安
京
跡
右
京
八
条
二
坊
二
町

１
　
所
在
地
　
　
　
一爪
都
市
下
京
区
西
七
条
石
井
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
三
年

（平
５
）

一
二
月
―

一
九
九
四
年
四
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
側
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
辻
　
裕
司

・
近
藤
知
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
―
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

こ
の
遺
跡
は
、
京
都
市
立
七
条
小
学
校
敷
地
内
に
あ
る
。
調
査
地
点
は
右
京

八
条
二
坊
二
町
の
ほ
ぼ
中
央
西
端
に
該
当
す
る
。
こ
の
地
は
平
安
京
の
官
設
市

の

一
つ
で
あ
る
西
市
の
外
縁
に

展
開
す
る
市
外
町
に
南
接
す
る

位
置
に
あ
た
る
。
同
小
学
校
敷

地
内
で
は
今
回
の
調
査
対
象
地

区
の
東
と
北
に
接
す
る
地
域
で
、

こ
れ
ま
で
に

一
九
人
三
年
に
実

施
し
た
第

一
次
調
査

（本
誌
第

六
号
）
と

一
九
八
五
年
に
実
施

し
た
第
二
次
調
査

（同
第
八
号
）

∃

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

「

の
発
掘
調
査
例
が
あ
り
、
各
々
豊
富
な
木
製
品
と
と
も
に
多
数
の
木
簡
が
出
土

し
て
い
る
。
検
出
し
た
遺
構
に
は
、
条
坊
遺
構
や
二
町
内
の
宅
地
割
り
を
示
す

遺
構
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
連
続
し
密
接
に
関
わ
る
。
今
回
の
第
三
次
調
査

も
同
校
の
施
設
改
築
に
伴
う
事
前
の
調
査
で
あ
る
。

当
該
地
の
地
形
は
東
が
高
く
南
西
に
向
か
っ
て
緩
傾
斜
を
呈
す
る
。
第

一
次

①L

8

(京都西南部)

||  |   |
入条坊門小路

二町跡調査区配置図
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第 3次調査出土遺構図



調
査
で
検
出
し
た
池
状
遺
構
２
肩
口
か
ら
西
は
低
位
に
属
し
、
湿
地
状
を
呈
す

る
。
こ
の
湿
地
か
ら
古
墳
時
代
前
期
に
属
す
る
土
器
が
出
土
し
た
。
湿
地
上
面

に
は
腐
植
土
層
が
堆
積
し
、
平
安
京
造
営
時
の
当
該
地
点
に
お
け
る
基
盤
層
と

な
る
。

こ
の
基
盤
層
上
面
に
厚
さ
約
○

。
六
ｍ
の
積
土
を
施
し
造
成
す
る
が
、
造
成

箇
所
は
主
と
し
て
二
町
の
西
面
築
地

（西
靭
負
小
路
東
築
地
）
想
定
位
置
や
四
行

八
門
制
に
従
っ
た
各
門
界
想
定
位
置
を
対
象
と
し
て
お
り
、
宅
地
内
は
窪
む
。

築
地
や
門
界
を
示
す
積
土
上
半
部
は
同

一
の
上
層
を
用
い
た
整
地
が
な
さ
れ
て

お
り
、
当
該
地
の
造
成
開
発
が
戸
主
単
位
の
個
別
的
な
契
機
に
よ
る
も
の
で
な

い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
各
門
界
を
示
す
積
土
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
た
空
間
は
、

東
四
行
西
半
の
北
三
門

。
北
六
門
の

一
部
と
北
四

・
北
五
門
で
あ
り
、
北
四

・

五
門
の
各
南
北
幅
は
約

一
五
ｍ

（五
丈
）
あ
る
。

西
靭
負
小
路
に
該
当
す
る
箇
所
は
、
平
安
時
代
初
頭
に
は
ほ
ぼ
小
路
幅
分
の

南
北
流
路
が
敷
設
さ
れ
て
お
り
、
連
河
と
し
て
利
用
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

こ
の
流
路
か
ら
は
多
量
の
木
製
品
と
と
も
に
木
簡
も
多
数
出
土
し
て
い
る
。

平
安
時
代
前
期
前
半
に
は
流
路
は
埋
没
し
、
上
面
に
西
靭
負
小
路
が
敷
設
さ

れ
る
。
小
路
は
道
路
敷
と
東

。
西
側
溝
を
検
出
し
た
。
道
路
敷
は
砂

・
小
礫
で

造
作
さ
れ
、
乾
燥
時
に
は
き
わ
め
て
堅
固
で
あ
る
。
検
出
幅
は
約
四
ｍ
あ
な
。

東

。
西
側
溝
は
幅
が
ニ
ー
三
ｍ
あ
る
。
側
溝
内
の
、
門
界
お
よ
び
北
四
門
に
面

す
る
四
カ
所
に
は
護
岸
施
設
が
あ
り
、
橋
に
伴
う
施
設
と
考
え
て
い
る
。

北
四
門
の
北

。
西
辺
に
は
柵
が
め
ぐ
る
。
南
西
部
に
積
土
を
施
し
、
そ
の
上

面
に
南
北
棟
掘
立
柱
建
物
が

一
棟
建
つ
。
建
物
は
小
路
に
面
し
、
建
物
南
西
部

に
は
橋
に
想
定
し
た
護
岸
を
伴
い
、
そ
の
箇
所
で
柵
は
途
切
れ
る
。
北
辺
外
側

に
は
東
西
方
向
の
溝
が
延
び
、
南
辺
の
内
側
西
端
に
は
暗
渠
排
水
施
設
が
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
の
宅
地
は

一
戸
主
内
に
収
ま
る
と
考
え
て
い
る
。
暗
渠
底
面
西
端

に
は
斎
串

一
四
枚

・
和
同
開
珠

一
枚
を
置
き
、
細
か
い
砂
礫
で
覆
っ
て
蓋
板
を

被
せ
埋
め
戻
す
。
埋
納
さ
れ
た
斎
串
に
は
北
四
門
内
へ
の
水

・
病
い
。
核
れ
の

侵
入
を
防
ぐ
目
的
が
想
定
で
き
る
。

北
五
門
内
に
は
北
四

。
工
門
界
か
ら
南
へ
約
七
ｍ
の
地
点
に
高
ま
り
が
あ
る
。

こ
の
高
ま
り
を
境
に
南
に
は
土
器

。
木
製
品

（⑪

「延
暦
廿
四
年
」
木
簡
を
含
む
）

な
ど
が
多
量
に
投
棄
さ
れ
、
平
安
時
代
前
期
前
半
に
は
あ
ま
り
活
発
な
利
用
状

況
は
な
い
。
後
半
に
な
る
と
、
先
の
高
ま
り
に
規
制
を
受
け
る
よ
う
な
状
態
で

南
半
に
積
土
を
施
し
、
東
西
棟
掘
立
柱
建
物
を

一
棟
建
て
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
西
市
外
町
に
南
接
す
る
地
域
が
、
平
安
京
の
造
営
に
間
を

置
か
ず
開
発
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
西
市
設
営
が
周

辺
の
条
坊
路
な
ら
び
に
路
に
面
す
る
宅
地
の
開
発
に
も
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
た

こ
と
が
窺
え
る
。
市
外
町
外
郭
地
域
の
重
要
性
が
指
摘
で
き
、
市
周
辺
に
展
開

し
た
と
さ
れ
る
諸
国
の
調
邸
や
諸
官
司
な
ど
の
物
資
収
納
施
設
の
存
在
や
、
市

外
町
の
開
発
時
期
に
も
関
わ
る
極
め
て
重
要
な
情
報
を
含
ん
で
い
る
と
一一言
え
る
。

西
靭
負
小
路
は
物
資
の
流
通
に
つ
い
て
の
重
要
性
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
西

市
の
中
央
を
南
北
に
貫
く
主
要
条
坊
路
で
あ
る
。
造
営
当
初
の
運
河
的
な
利
用

は
西
堀
川
小
路
と
共
に
平
安
京
へ
の
水
運
に
よ
る
物
資
搬
入
を
示
す
遺
構
と
捉
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え
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
当
該
地
で
は
多
種
多
岐
に
わ
た
る
祭
祀
具
が
出

土
し
て
お
り
、
市
と
の
境
界
に
お
け
る
祭
祀
（場
）も
指
摘
で
き
る
。

遺
物
は
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
で
二
九
四
箱
分
出
土
し
た
。
内
訳
は
土
器

・
瓦
類

一
〇
〇
箱
、
木
質
遺
物

一
七
〇
箱
、
そ
の
他
二
四
箱
で
、
遺
物
の
大
半
は
平
安

時
代
前
期
に
属
す
る
。
遺
物
内
容
は
土
器
類
、
瓦
類
、
土
製
品
、
銭
貨
、
金
属

製
品
、
木
製
品
、
木
簡
、
植
物
種
実
、
骨
な
ど
が
あ
る
。

土
器
類
で
は
⑭

「廷
暦
廿
四
年
」
木
簡
を
伴
う
土
坑
六
五
出
土
土
器
が
挙
げ

ら
れ
る
。
上
器
は
平
安
京
Ｉ
期
中

（八
〇
〇
年
前
後

『平
安
京
右
京
三
条
三
坊
』

京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
調
査
報
告
第
一
〇
冊
の
上
器
型
式
編
年
に
よ
る
）
に
収
ま

る
と
考
え
て
い
る
。

木
製
品
で
は
工
具

・
紡
織
具

・
運
搬
具

・
漁
猟
具

・
服
飾
具

・
容
器

。
食
事

具

・
文
具

・
計
量
具

・
遊
戯
具

・
祭
祀
具

・
部
材

・
雑
具
が
あ
る
。

墨
書
土
器

・
ヘ
ラ
記
号
土
器
な
ど
の
文
字

・
記
号
資
料
は
約
四
〇
点
あ
る
が
、

大
半
は
破
片
で
あ
る
。
「成
」
「大
」
「奉
」
な
ど
が
判
読
で
き
る
。

木
簡
は
、
釈
文
の
立
た
な
い
も
の
や
墨
痕
の
な
い
付
札
状
木
製
品
な
ど
を
含

め
て
六
〇
点
あ
る
。
遺
構
別
の
内
訳
は
、
北
五
門
該
当
箇
所
積
土
層
か
ら

一
一

点
、
北
五
門
南
半

（土
坑
六
五
）
か
ら
三
点
、
北
五
門
北
半

（土
坑
エハ
エＯ

か
ら

入
点
、
南
北
流
路
か
ら
二
九
点
、
北
三

・
四
門
界
東
西
溝

（溝
エハ
七
）
か
ら

一

点
、
西
収
負
小
路
東
側
溝

（溝
一一毛
）
か
ら
七
点
、
宅
地
上
面
を
覆
う
遺
物
包

含
層

（第
七
層
）
か
ら

一
点
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

積
土
層

い
　
。
「秦
秦
秦

　

」

。
「乃
日

□
□
」

ω
　
。
□
白
米
五
斗
」

ｏ
□
日
　
　
　
」

０
　
　

銭
銭
銭
銭

□
　
　
　
□

(1)

「
＜
千
小
麦
五
斗
」〔主
ヵ
〕

「□
□
□
□
□
□
□
」

『
∞
×

］
∞
×

『
　

ｏ
μ
牌

μ
∞
Ｐ
×

］
ｏ
×

卜
　

ｏ
∞
∞

μ
お

×

含

じ

×

∞
　

ｏ
露

含
ｏ
ｏ
）
×
μ
釦
×
卜
　
ｏ
頓
Φ

（
ｓ

ｅ

×

含
じ

×
卜
　
Φ
贈



⑥

　

□
□

一
回
□
申
日

回

⑭
　
　
エハ
十
六
　
工合
Ｈ

回

〔エハ
ヵ
〕

①
　
　
一
一□
十
二
　
日
日

日
□

①
　
。
六
片
□
□
六
廿
十

・

口

□

⑩

　

□
□
□
□
□
□

土
坑
六
五

⑪
　
。
「
納
物
弐
種
　
紙
識
椎
一帖
端
　
裏
料

　

」

。
「延
暦
廿
四
年
五
月
十
九
日
記
秋
穂
」

⑫

　

「
＜
大
□

上
坑
六
六

⑬

　

□
大
車
　
小
車
小
□
小
回

目澪
□≧

（
馬

じ

×

含
じ

×
卜

ｏ
鐵

（
Ｐ
Ｏ
卜
）
×

（
Ｐ
り
）
×
卜
　
ｏ
∞
〕

含
］
∞
）
×

含
ｏ
）
×
明
　
ｏ
∞
Ｐ

（
Φ
卜
）
×
］
中
×
卜
　
ｏ
∞
騨

（
心

じ

×

命
Ｄ

×
］

Φ
】

Ｐ
∞
∞
×

］
］
×

∞
　

ｏ
ド
〕

（
牌
∞
伽
〉
×

］
Φ
×

卜
　

ｏ
∞
∞

（
お
ｅ

×
含
じ

×
牌
　
ｏ
解

Ｏ
Φ
ｐ

⑮

　

□
□
生
回

⑮

　

□
日
□

南
北
流
路

働
　
・
「買
進
上
米
壱
僻
伍
斗
直
銭
壱
貫
卑
個
伍
拾
文

・
「□
浜
私
買
附
上
鶏

一
隻
直
銭
京
上
推
酌
や
庁
×
（
］
⇔
伽
）
×
Ｐ
Ｓ
Ｘ
伽
　
Φ
伸
Φ
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＜
猪
山
上
＜
」

「
＜
阿
知
魚
謄
」

「
＜
朝
□
堅
魚

一

冨

日

□
五
斗

〔
蘇
力
〕

「□
□

名
敦
賀
砦
万
呂
白
五
十
」

。
コ
一月
十
日

回
　
　
」

Ｌ
□
□
五
邸
セ

名
□
□
　
　
」

「□
□
日

回

口

□
郡
□
□

「間
上
聞
平
間
中
」

（
釦
ｏ
）
×
い
『
×
∞
　
ｏ
∞
μ
＊

μ
伽
∞
×
牌
Φ
×
い
　
ｏ
∞
∞

（
Φ
Φ
）
×
騨
∞
×
呻
　
ｏ
∞
Φ

（
Ｐ
μ
６
）
×
牌
Φ
×
り
　
ｏ
∞
Φ

］
］
頓
×

∞
］
×

卜
　

Φ
●
却

Ｐ
］
Φ
×

］
ｏ
×

卜
　

ｏ
い
μ
＊

〕
卜
『
×
呻
∞
×
⇔
　
ｏ
伽
μ

令

じ

×

６

）
×
卜
　
ｏ
露

（
Ｐ
Ｏ
∞
）
×

（
岸
〇
）
×
］

ｏ
伽
Φ

Φ
］
×
μ
Φ
×
釦
　
ｏ
伽
Ｐ

□
合
銭
×

□
□
則□□

腎
吾
泉
飾
評

国
五
斗

□
□
□〔戊
ヵ
〕

□
□
□
□

同

□
□
□

同

国

（
Ｐ
Ｏ
Φ
）
×
（
］
Φ
）
×
］

ｏ
∞
Ｐ

〔
御
力
〕

中国

　

　

（
ｇ

ｅ

×

含
ｅ

×
頓
　
ｏ
曽

（卜
ｏ
）
×
］
〕
×
］

Φ
∞
Ｐ

90991130113111301331①

「
＜
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
＜
」

「
＜
　
　
大
大
　
　
　
　
大
大
大
大
大
大
＜
」
繋
契
∞受
ｓ

□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（懸
受
騨受
示

令

ｅ

×

含

じ

×

］

ｏ
留

（
ド

じ

×

含
９

×
］

ｏ
解

　

　

６．



・
□
日

□

・
□

　

□

〔子
ヵ
〕
　

〔仕
ヵ
〕

□
□
…
…
□
□
□
日

回
□
□

令

υ

×

含

９

×

］

Φ
解

Ｏ
Φ
岸

Ｐ
Φ
∞
×

（
Ｐ
］
）
×
∞
　
ｏ
∞
〕
＊

（
Φ
『
）
×

（
Φ
）
×
卜
　
Φ
∞
騨

含
∞
ｏ
）
×

（
頓
］
）
×
６
　
ｏ
∞
Ｐ

第
七
層

働
　
。
「謹
解
　
申
請
借
銭
事

名

溝
六
七

①
　
。
同
日
日
日
日
□

。

　

　

日

湾
三
七

⑩
　

□
百
済
公
□
□

付
札
木
簡
な
い
し
内
容
か
ら
付
札
木
簡
と
類
推
で
き
る
も
の
が
比
較
的
多
数

あ
る
。
付
札
木
簡
に
は
品
日
、
数
量
、
年
月
日
、
貢
納
者
や
検
閲
者
と
想
定
で

き
る
名
な
ど
を
記
す
が
、
表
記
方
法
に
ま
と
ま
り
は
な
く
、
品
目
の
み
を
記
す

」

〔
十
九

年

三
ヵ
〕

□
□
□
□
」

も
の
も
あ
る
。
ま
た
付
札
状
木
製
品
に
は
墨
痕
が
な
い
も
の
が
多
数
あ
る
こ
と
、

山
物
側
板
な
ど
転
用
材
を
使
用
し
た
も
の
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
東
接
す
る

一
次

調
査
出
土
木
簡
と
共
通
す
る
。
⑭
は
納
物
と
し
て
紙
と
庸
布
の
二
種
を
示
し
、

庸
布
は
紙
二
三
帖
を
包
む
料
に
充
て
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
裏
面
に
は
年
紀
が

記
さ
れ
て
お
り
、
土
器
型
式
に
実
年
代
の

一
つ
を
付
加
す
る
と
と
も
に
、
二
町

西
半
に
お
け
る
宅
地
造
成
な
ら
び
に
条
坊
敷
設
が
廷
暦
二
四
年
以
前
に
行
な
わ

れ
た
こ
と
を
示
す
資
料
で
あ
る
。

文
書
木
簡
に
は
∽
や
働
な
ど
が
あ
る
。
側
は
進
上
木
簡
で
、　
一
面
に
は
米
と

そ
れ
に
対
す
る
代
価
、　
一
面
に
は
鶏

一
羽
と
そ
れ
に
対
す
る
代
価
の
支
払
い
方

法
と
考
え
ら
れ
る
記
述
が
あ
る
。
働
は
借
銭
を
請
う
内
容
が
記
さ
れ
、
出
挙
銭

の
実
態
を
示
す
資
料
で
あ
る
。
⑩
は
上
下
端
を
欠
損
し
上
面
に
は
漆
が
被
る
が
、

「合
銭
」
が
判
読
で
き
る
。
銭
の
数
量
を
合
計
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
細
目
な

ど
の
記
さ
れ
た
文
書
木
簡
の
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
⑪
に
つ
い
て
も
上
下
を
欠
損

す
る
が
、
文
書
木
簡
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
つ
い
て
は
井
上
満
郎
、
西
山
良
平
、
橋
本
義
則
の
各

氏
か
ら
ご
教
示
を
受
け
た
。

（辻
　
裕
司
）




